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値をお客さまにお届けすることに注

力しています。５つのソフトウェア

ブランドが、各々の特性を活かした

戦略に基づき、ビジネスを展開して

いますが、プラットフォームフリー

であり、他のソフトウェアに対して

もオープンであるというのが大きな

特長です。」（日本 IBM 執行役員

山本智巳NTT事業部長）

IBMのソフトウェアは、図１に示

すように、開発ツールの「Rational」、

Webアプリケーションサーバーの

「WebSphere」、データベース管理の

「Information Management」、コラボ

レーションツールの「Lotus」、運用

管理ツールの「Tivoli」の５つのブラ

ンドに分かれており、いずれもオー

プン・テクノロジーをベースに開発

されている。

こ れ ら

の I B Mソ

フトウェアは、ミドルウェア基盤に

位置する製品で、これによってユー

ザーはハードウェアなどのインフラ

環境を意識することなく、アプリケ

ーションを構築することができる。

また、アプリケーションの追加・修

正などにおいても、ハードウェア環

境を意識することなく、環境の変化

に柔軟に対応することができる。

さらに、国内外のソフトウェアベ

ンダーが提供するパッケージ・アプ

リケーションと密接に連携すること

により、ユーザーの業務プロセスに

合ったオンデマンド環境を効率よく

日本アイ・ビー・エム株式会社

（以下、日本 IBM）は、本年８月号

で紹介したように、 NTTグループ向

け事業の拡大を目途に営業戦略の強

化を図っており、ハードウェア製品

に加え、ソフトウェア製品について

も、積極的な施策を展開している。

「IBMは、独立した事業戦略とし

て、ソフトウェア事業を積極的に展

開しています。IBMソフトウェア

グループは、44,000名の従業員で構

成され、世界中に 57カ所の研究所

を持ち、多彩なソフトウェアの研究

開発を行っています。現在、５つの

ソフトウェアブランドを柱に、オー

プン環境でのソフトウェア製品の価
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NTTグループ向け営業戦略の強化を図る日本IBM。本稿では、ハードウェア製品に加え、ソフトウェア製品についてもNTTグ
ループへの導入拡大に向けた施策を展開する同社の取組みと、日本版SOX法で注目を集める内部統制の核となるIT全般統制の
実現の重要なポイントの一つであるソフトウェアの開発・変更管理・テスト管理に有用なRational製品について紹介する。
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構築することを支援する。

これらは、今後、SOAと呼ばれ

るサービス指向アーキテクチャーを

ベースにさらに有機的に連携を深め

ていくことが期待されている。

日本IBMでは、複雑化する一方の

システム、異機種混在環境における

ソリューションの稼動検証の難しさ

などから、セキュリティや実際の運

営に配慮した最適なソリューション

を提供し続けるためには、パートナ

ーとの“コラボレーションを推進す

る場”が必要との考えに基づいて、

2002年12月に東京・渋谷、翌年５月

に大阪・梅田にそれぞれSoftware

Center of Competency（SWCOC、ソ

フトウェア・コンピテンシー・セン

ター）を開設している。

SWCOCでは、パートナーにソリ

ューションの稼動検証や、デモンス

トレーションを行うためのオープ

ン・システム環境と、セミナーや研

修の開催場所として利用できるスペ

ースや、セキュアなネットワーク環

境、先進テクノロジーを利用した新

しいビジネス・スキームの実証実験

環境を提供している。現在、パート

ナーだけでなく、エンドユーザーの

案件での利用も可能となっている。

「IBMのソフトウェア戦略の中

で、ミドルウェアの領域で特徴ある

技術を持ち、市場でリーダーシップ

を発揮しているソフトウェアを自社

に取り込む戦略を一段と加速してお

り、最近ではMicromuseのNetCool

やDataPower等をIBMミドルウェア

のラインアップに加えました。さら

に、IBMでは日本国内にソフトウェ

アの開発拠点を持っているという点

が大きなポイントとしてあげられま

す。お客さまの近くにソフトウェア

の研究開発者がいるというのは、技

術支援や情報交換を含め、日本IBM

の大きな強みであると思っていま

す。」（山本智巳NTT事業部長）

以下、NTTグループ向け営業強

化戦略の一環で、日本 IBMが最近

特に注力しているソフトウェア事業

の取組みを紹介する。

2006年５月に完全施行された

「新会社法」では、資本金５億円以

上の大企業に対して内部統制システ

ムを整備することが義務化された。

さらには 2008年４月施行予定の

「金融商品取引法」（日本版SOX法）

では、財務報告の信頼性確保のため、

内部統制の外部監査が義務付けられ

る見通しで、企業にとって内部統制

の確立が求められている。

内部統制は、図２に示すように、

財務報告の信頼性に影響を及ぼす業

務プロセスに組み込まれた統制手続

きである『業務統制』（ワークフロー、

紙文書の電子化等の業務プロセス統

制／アプリケーションコントロール

のためのIT業務処理統制）と、ITを

利用した業務処理統制が有効に機能

することを保証する基盤の統制活動

である『IT全般統制』、そして統制

方針・IT戦略・リスク管理など、IT

サービス全体の統制環境を実現する

『全社統制』から構成される。この内、

IT全般統制は、内部統制を下支えす

る取組みとして極めて重要である。

●IT全般統制の実現で重要なシス

テムの開発・変更管理と運用

IT全般統制への対応について、日

本IBMソフトウェア事業　ソフトウ

ェア・マーケティングの森島秀明マネ

ージャーは、「対応項目として、SOX

法で先行する米国では、PCAOBの内
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参考文献：IT Governance Institute “IT Control Objectives for Sarbanes-Oxley” 
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般統制の実

現に向けて

図３に示す

ようにRationalの開発ツールとTivoli

の運用管理ツールという２つのソフト

ウェアブランドの組み合わせを軸に積

極的な提案活動を展開している。以下

に、IT全般統制の重要なポイントで

あるソフトウェアの開発・変更管理・

テスト分野で数多くの有用なツール類

を提供するRational製品の中から、

最近特に注目を集めているツールにつ

いて概要を紹介する。

●Rationalの開発標準・変更管理

テスト管理ツール

＜Rational Unified Process＞

作業分野とフェーズによりプロジェ

クトを体系立て、反復型アプローチに

よって高品質のソフトウェアをスケジ

ュール通りリリースするためのカスタ

マイズ可能なソフトウェア開発プロセ

ス・プラットフォーム。実証済みのベ

ストプラクティスと構成可能なアーキ

テクチャーを提供している。

＜Rational Method Composer＞

ITLM（IT ライフサイクル・マ

ネジメント）を通して使用できる柔

軟なソフトウェア開発プラットフォ

ーム。一貫性を保ちながらもカスタ

マイズが施されたプロセス・ガイダ

ンスをプロジェクト・チームと IT

組織に提供できる。

＜Rational ClearCase＞

複雑化するソフトウェア開発の構

成／変更管理の支援ツール。バージ

ョン管理、開発環境管理、ビルド管

理、工程管理、変更の追跡などの機

能をサポートしている。

＜Rational ClearQuest＞

ソフトウェアの変更管理プロセス

の遵守を強化する変更依頼管理ツー

ル。変更依頼を柔軟なワークフロ

ー・プロセスで管理すると同時に、

開発ワークフローにおいて、主要な

チェックポイントでは電子署名を使

用している。これにより、開発者の

なりすましを防ぐことができる。

また、Rational ClearCaseとの

連携により、変更工程の管理を含め、

完全なソフトウェアの構成管理が実

現できる。

＜Rational Performance Tester＞

部統制監査基準第２号で、プログラ

ム開発、プログラム変更、コンピュ

ータ運用、プログラムやデータへの

アクセスの４項目が例示されていま

す。日本のお客さまの多くは、運用

やアクセス権管理などについてはセ

キュリティ強化の観点からすでに取

り組んでいるところが多いものの、

プログラム開発のプロセスであると

か開発と本番環境での展開方法など

についてはこれまで未着手で、まだ

まだ抜けがあるのではないかと思っ

ています。」と指摘する。

また、Rational事業部の渡辺隆

Rationalブランドマネージャーは、

「IT全般統制においては、業務を動

かすソフトウェアの変更管理が重要

です。ソフトウェアの開発や変更に

関して、正しい手順・手続きを守り、

いかに統制を効かせるかです。これ

を実現することにより、法制度への

対応を越えて、より品質の高いソフ

トウェアによって企業価値や競争力

を高めることができるという点まで

考えに入れて取り組んで欲しいと思

っています。」と語る。

このような状況を踏まえて、日本

IBMのソフトウェア事業では、IT全
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Webアプリケーションの負荷テ

スト／性能テストツール。スケーラ

ビリティーと信頼性を検証するうえ

で役立つパフォーマンス・テストの

作成／実行／分析機能をサポートし

ている。データの高度な自動処理及

びGUI編集が可能なほか、動的な

レスポンスに対処する自動相関機能

をサポートしている。また、少ない

ハードウェア・リソースでマルチ・

ユーザー・テストを実行することが

できるという特長がある。

なお、別途Extensionを追加する

ことによりSiebel、SAPなどに特

有の負荷パターンを事前に取り込ん

だテストも可能である。

＜Rational Functional Tester＞

Web、J2EE、.NETアプリケー

ションに対する回帰テストの自動化

ツール。テスト・スクリプト用言語

としてJava、Visual Basic .NETを

サポート。テスト初心者のために、

チュートリアルやウィザードといっ

たテスト作業の自動化支援機能も提

供している。また、テストの専門家

向けには強力なAPIと IDEを提供

している。Rational ClearCaseと

組み合わせることで、チームでの並

行開発が可能になる。

８月号でも紹介したが、IBMで

はNTTグループへの対応強化・ス

ピードアップを行うために専用

Webサイトを開設し、eメールマガ

ジンなどによる情報提供やWeb販

売に積極的に取り組んでいる。他社

も同様のWebを開設しているが、

IBMでは総合メーカーである強み

を活かして、x86サーバーだけでな

く提供可能な製品ラインナップの充

実を図っている。

今回紹介した IBM Rational製品

に関しても、既に専用サイト内で見

積りや特別価格を参照できるように

なっている。IBMが提供するソフ

トウェアはミドルウェアと呼ばれる

インフラ向け製品が多いが、

Rational製品やLotus製品のように

単品での購入に向く製品群などは積

極的に専用Webサイトでも取り扱

っており、追加購入を手軽に行いた

いといったユーザーの要望に応えら

れるようにしている。

また、専用サイトでは、こうした

Shoppingの機能だけではなく、ミド

ルウェアとしてのIBMソフトウェア

製品の魅力をわかりやすくNTTグル

ープへ紹介するために、課題解決型

のソリューション形式での製品紹介

や特集記事などの読み物形式での紹

介などに取り組んでいる。多岐にわ

たるこうした内容を閲覧し、詳細が

知りたいなどの要望があった場合、

常設の営業窓口がWeb経由や電話な

どで問い合わせにクイックに対応し、

必要に応じてスペシャリストを派遣

するなどの柔軟な体制をとっており、

NTTグループのビジネスニーズに対

応していくとしている。

NTTグループのビジネスのヒン

トに役立つものとして、ぜひNTT

グループ専用サイト（http://www.

ibm.com/jp/easyaccess/ntt/）を活

用されることをお薦めしたい。
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